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生活クラブ生協のイノベーティブな取組みを書籍化  

『日本一 要求の多い消費者たち』 
～非常識を常識に変え続ける生活クラブのビジョン～ 

 

2019 年 3 月 20 日(水)全国の書店にて発売 
 

 

生活クラブ連合会（本部：東京都新宿区、以下生活クラブ）は、2019 年 3 月 20 日(水)より全国の書店にて、生活ク

ラブの取組みがまとめられた書籍『日本一 要求の多い消費者たち～非常識を常識に変え続ける生活クラブのビジョ

ン～』が株式会社ダイヤモンド社より発売されることをお知らせいたします。 

 

本書籍では、再生可能エネルギー、持続可能な地域社会、環境保全活動等を専門とする環境ジャーナリストの小

澤祥司氏により、生活クラブ立ち上げの背景から活動初期の驚きのエピソードまで、多岐に渡る事業が丁寧に紐解

かれています。 

毎年約１万人の会員数が増えている背景や、消費者主体の独自の運営スタイルやビジネスモデルに注目が集ま

っている理由、食だけでなく自然エネルギーが主体の電気の共同購入や福祉への取組など、本書で事細かに解説

します。 

 

■『日本一 要求の多い消費者たち 

～非常識を常識に変え続ける生活クラブのビジョン～』 概要 

タ イ ト ル ： 『日本一 要求の多い消費者たち 

～非常識を常識に変え続ける生活クラブのビジョン～』 

著 者 ： 小澤 祥司(おざわ しょうじ) 

判 型 ： 四六判（ソフトカバー）208 ページ 

発 売 日 ： 2019 年 3 月 20 日(水)  

定 価 ： 1,500 円(税抜) 

出 版 社 ： 株式会社ダイヤモンド社 

Ｉ Ｓ Ｂ Ｎ ： 978-4-478-10672-3 
 

内 容 紹 介 ： 

生活クラブは時代とともに業界の常識を覆してきた。 

利害の対立を乗り越えて生産者が協力者になった経緯、自立する組合員

たちの活動、独自の構造を持つ生活クラブの組織運営体制、参画する人

をその気にさせるボトムアップ型の意思決定プロセス、イノベーティブな取

り組みが流通業界や地域社会を変えていく可能性―― 

本書はその“常識破り”のビジネスモデルに迫る。 
 

＜目次＞ 
はじめに――日本一要求の多い消費者が増えている 

第一章 国産鶏種「はりま」にかけた思い――丹精國鶏の誕生 

第二章 はじまりはびん牛乳だった――生活クラブの原点と発展 

第三章 そこまでやらなきゃダメですか？――国産と安心・安全はゆずれない 

第四章 消費者と生産者の立場を超えて――共感と信頼が築く対等な関係 

第五章 必要な仕事は自分たちでつくる――女性たちがめざしたもうひとつの働くかたち 

第六章 ここから新常識がはじまる――エネルギーと地域福祉がつくる持続可能な社会 

終章   自立した地域社会をめざして 

 

＜作家・村上龍さんからのコメントより＞ 

食に限らず「安心・安全」にゴールはない。 

半世紀以上にわたり「生活クラブ」は、問い続け、 

信頼とは何か、自立とは何かを、示し続けている。



■著者プロフィール 

小澤祥司 (おざわ しょうじ) 

環境ジャーナリスト・科学ライター。1956 年 5 月 8 日静岡県掛川市生まれ。東京大学農学部卒業。 

ビジネス系出版社勤務を経て執筆・研究活動へ。そのテーマは、生物多様性保全、再生可能エネルギー、環境エネ

ルギー政策、持続可能な地域社会など。自宅で 3kW の太陽光発電、240 リットルの太陽熱温水器とペレットストーブ

を使用。 飯舘村放射能エコロジー研究会共同世話人、原子力市民委員会アドバイザー、高木仁三郎市民科学基金

選考委員、トウキョウサンショウウオ研究会会員  
 

＜主な著作＞  

「二宮金次郎とは何だったのか─臣民の手本から民主主義者へ」(西日本出版社)、 

「メタボも老化も腸内細菌に訊け！」(岩波書店) 

「減電社会 コミュニティから始めるエネルギー革命」(講談社) 

 

 

◇生活クラブについて 

生活クラブは生協の中のひとつです。今から約50年前、「まとめ買いして安く分け合おう」と、200人あまりのお母さん

たちが集まって牛乳の共同購入を始めたことからスタートしました。今日の生活クラブでも、既存の商品を購入する

のではなく、自分達の生活に必要な品物を、自分たちが開発過程にかかわりながら生産者とともに、納得いくものを

つくるという、徹底したものづくりの姿勢でとりくんでいます。 

 

生活することは、消費することです。”なにを””どのように”消費するか、という選択は、 

そのまま、「どんな未来にしたいか」「次の世代へ何を手渡したいか」へとつながっていきます。 

私たちは、自然と共生し、食べ物（Food）、エネルギー（Energy）、福祉（Care）をできるかぎり 

自給・循環させる「サステイナブル（持続可能）な生き方」を選びます。 

いま生きるいのちと次世代のいのちを、おなじように大切に考えて、すべての活動を行います。 

U R L： http://www.seikatsuclub.coop 

生活クラブ申し込み URL： https://welcome-seikatsuclub.coop/  

 

◇生活クラブの受賞歴： 
＜世界的評価＞ 

1989 年 「THE RIGHT LIVELIHOOD AWARD（ライト・ライブリフッド）名誉賞」受賞（※“もう一つのノーベル賞”とも呼ばれる） 

1995 年 国連設立 50 周年記念「国連の友」による「われら人間：50 のコミュニティ賞」受賞 
 

＜国内＞ 

1999 年 開発した超軽量牛乳びんグッドデザイン賞 

2006 年 グリーンピース･ジャパンの「トゥルーフード特別賞」 

2007 年 Ｒびんの活動（びん再使用ネットワーク）が環境大臣賞 

2009 年 「Food Action Nippon アウォード 2009」優秀賞受賞 

2010 年 フード・アクション・ニッポンアワード 2010 製造・流通・システム部門 入賞 

（国産消費材の供給で 145 億キロカロリーの自給を高めたことによる） 

2013 年 オリコン顧客満足度ランキング食材宅配サービス部門 首都圏･近畿で、総合 1 位 

2013 年 フード・アクション・ニッポン アワード 2013 入賞「食べるチカラ”キャンペーン」 

2014 年 フード・アクション・ニッポン アワード 2014 入賞「生活クラブの健康な食デザイン『ビオサポ』」による食料自給率向上への寄与 

2014 年 オリコン顧客満足度ランキング 食材宅配サービス部門 首都圏で総合 1 位 

2015 年 オリコン顧客満足度ランキング食材宅配サービス部門 首都圏･近畿で、総合 1 位 

2015 年 ＜本選びの会＞が第 8 回日本女子大学家政学部賞 

2018 年 生協法制定 70 周年 厚生労働大臣表彰 

2018 年 環境省グッドライフアワード 優秀賞(NPO・任意団体部門) 

 

 

 

http://www.seikatsuclub.coop/
https://welcome-seikatsuclub.coop/

